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［平成９年（1997 年）～］ 

 

１．情報ボランティアの会・八王子が発足した頃 

 情報ボランティアの会・八王子（以下 IVH）が発足した平成９年当時は、パソコンやインターネ

ット利用がようやく一般市民に普及し始めた頃である。さらに、平成７年１月の阪神・淡路大震災

を契機に、ボランティア活動や NPO への社会的関心が高まっていた。 

そうした中で、有志が集まり、平成９年６月に「インターネット時代の情報ボランティア」と題

したセミナーを八王子労政会館で開催した。セミナー後、一般市民の情報リテラシー向上を支援す

るボランティア団体の結成が呼び掛けられた。そして、情報通信技術の専門家や様々なバックグラ

ウンドのメンバー10 人ほどにより平成９年９月に IVH が発足した。 

当時、こうした活動は“パソコンボランティア”と呼ばれていた。しかし、パソコンに限らずも

っと広い視野で活動対象を捉えた方がいいだろうという意見が有志の中から出て、会の名称に“情

報ボランティア”という表現が用いられた。その後の情報通信技術の急速な発展の中で、人々が手

にした機器はパソコンだけでなく、今やタブレットやスマートフォンが全盛の時代を迎えている。

幅広い活動対象を表した“情報ボランティア”を会の名称に用いたのは、発足時の会員の先見の明

であったと言える。 

 発足直後数年間の主な活動内容・実施状況は、「何でも相談会」や「市民講座」の章に記したとお

りである。また、平成 13、14 年度に取組んだ「八王子市との協働による IT 講習会受講者のための

相談コーナー」を「何でも相談会」の章に記したが、これは会の発展の大きな契機となった。 

 

２．20年にわたる様々な活動の積上げ 

 初期の手探りの時期を経て会の活動が軌道に乗るとともに、様々な活動を一つ一つ積上げていく

会員の地道な継続的努力が始まった。そして、ボランティア団体として独自の活動スタイルを確立

していくと同時に、情報通信技術の変化を読み取り活動内容を変えていくことも怠らなかった。 

 

（１）様々な活動への取組み 

ａ）会主催の活動： 

 企画・広報から催しの準備・実施まで一切を会の責任で行う会主催の活動として、「何でも相談

会」や、座学・実習を行う「市民講座」、女性中心の「女性講座 Let’s」などに取り組んできた。 

ｂ）八王子市や他団体との協働： 

八王子市や他団体との協働により実施した活動としては、「IT 講習会受講者のための相談コー

ナー」、「障害者向け IT 講習会」、「パソコンとインターネット祭り」、「生涯学習センター講座」、

「恩方老人憩の家パソコン講座」、「女性さろん」、「男女共同参画 Excel 講座」、「サイエンスドー

ム講座」、「八王子市民活動協議会の支援講座」、「山田小学校サタデースクール」、「外国人支援」

などが挙げられる。これらの協働により実施した多くの活動を各章・節で取上げた。 

 20年の歩みの概要 
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ｃ）障害者への支援 

 平成 14 年（2002 年）八王子市障害別パソコン講習会受託を契機として障害者支援部会を設置

し、作業所や施設での学習会、個別訪問相談などを行ってきた。平成 27 年４月に IVH が任意団

体から NPO 法人に移行するとともに、障害者支援部会は任意団体「情報ボランティア障害者支

援の会」として独立した。（https://ivdss.org/） 

ｄ）会内部の活動： 

 会員のスキルアップのため研修会や学習会、実習などを必要に応じて適時実施してきた。初期

の「いけいけゼミ」や近年の「PC カフェ」など継続的な取り組みも実施し、これにより会員の

スキルアップを図ってきた。 

 会の運営のための取組みも、平成 12 年から平成 15 年にかけて会則および役員の選任などの規

定を初め、定例の運営委員会や会計などの体制を整備した。また、会の催しを実施する際の資料

の印刷や当日の受付業務などを担う総務体制などを整えていった。 

 

（２）社会・経済・技術など時代背景の変化への対応 

各章にも記すように、会の活動内容や実施状況は年々変遷してきた。その背景には、ここ 20

年ほどの情報通信技術の広範かつ急速な進歩や、その社会的な受容と一般市民への普及過程があ

った。IVH は、その変化を捉え、活動内容をたえず発展させてきた。各章の記載にその努力の跡

を読み取ることができよう。 

 

（３）任意団体から NPO法人への移行 

 任意団体として発足した IVH であるが、平成 13 年に NPO 勉強会を実施し、その後も NPO

法人への移行の機会が何回か訪れた。しかし、その都度踏み切れずに任意団体として運営されて

きた。そして、平成 25 年度の総会で「NPO 法人化検討委員会」の設置を議決し、本格的に検討

を開始した。平成 26 年度には「NPO 法人設立委員会」を経て、同年 12 月 23 日に設立総会を開

催し、平成 27 年４月 27 日に NPO 法人として正式に設立された。その間の経緯は、「NPO 法人

への移行」の章に記したとおりである。 

 

３．今後の発展へ向けて 

 IVH を取り巻く技術・経済・社会が常に変動する中で、それにどう対応していくかが常に問われ

てきた。IVH は、20 年の長きにわたり様々な局面を経てボランティア団体として独自のスタイルを

確立してきたが、それは終わりなき挑戦でもある。 

 特に、近年の通信技術の進歩や人工知能の実用化など、情報通信技術が広範かつ急速に経済社会

の不可欠のインフラとなり、世界的な激動の時代を迎えようとしている。こうした状況は、スマホ

決済（キャッシュレス社会）のように、否応なく人々の日常生活に入り込みつつある。仮想通貨に

見られるように、光と影が交錯する世界でもある。「市民の情報リテラシー向上」という大きな目標

は変わらないとしても、新しい状況への対応が大きな課題となっている。 

また、会の中を見渡すと、会員の高齢化や会員数不足などへの対処も今後の課題として残されて

いる。IVH は、これまでと同様にそうした課題を一つ一つ解決していくであろう。 
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インターネットで世界をつなぐ 


